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論

華

道

徳

統

計

論

概

論

'

・

・

法

問

中

博

士

租
税
の
公
平
ご
利
議
固
鵠
の
組
織
・
・
法
問
中
同
士

フ
ォ
ン
・
ウ
イ
ゼ
の
計
一
命
日
撃
論
・
・
・
文
感
博
士

海
運
同
盟
に
封
す
る
英
士
口
利
の
態
度
・
・
法
事
士

時

論

移
植
民
奨
励
問
題
ご
世
の
謬
見
・
・
法
皐
一
博
士

揖

叫

北

側

叫

ス
ミ
ス
の
準
設
は
明
一
噛
田
博
士
識
を
-
-
経
済
準
士

マ
ル
ク
ス
の
労
賃
論
・
-
-
-
-
-
-
-
緩
隣
接
士

錦剛町

ー

l

i

:

H
H
A
L
U
日

空

際

剖

白

神

戸

正

雄

米

田

庄

太

郎

小

鳥

昌

太

郎

山
本
美
越
乃

谷

口

吉

彦

森

耕

二

郎

結
悼

貨
幣
麿
止
論
・
・
・
.

パ
レ
ト
氏
を
憶
ふ
・
・

農
業
生
産
の
機
械
化
ご
程
修
同
規
模

臨

剛

錦

跡

本
誌
第
十
人
巻
鳩
目
録
・

-
・
経
済
皐
士

-
経
済
皐
士

・
法
皐
博
士
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高豆

持葬

言告T

叢
、
第
十
人
容

論

第
六
競

叢

道

徳

統

計

論

概

説

-
、
世
徳
統
計
論
白
概
念

ニ
、
道
徳
統
計
前
て
ふ
名
義
に
闘
す
る
異
論

三
、
道
徳
統
計
論
白
苅
用
及
岡
野

回
、
道
徳
統
計
諭
白
分
立
研
究
を
豆
営
と
す
べ
告
事
由

(
通
審
第
百
人
競
)

( 

) 

Jlt 

道
徳
統
計
論
の
間
半
開
上
に
於
け
る
地
位
を
、
如
何
に
取
扱
ふ
べ
き
か
の
問
題
は
、

大
正
十
三
年
六
月
後
行

部

苦手

治

、

一
般
に
枇
曾
統
計
論
に
一
挙

論

問
た
る
性
質
を
、
認
む
る
や
否
や
の
問
題
古
、
重
大
の
関
係
あ
り
、
然
る
に
後
の
問
題
を
詳
論
す
る
が
如
き
は
、

-
)
一

O
一
士

議

道
徳
統
計
輸
概
説

第
十
λ
巻

(
第
穴
騨



前

道
徳
統
計
論
概
詑

(
第
穴
腕

ニ
)
一

O
一
凡

叢

第
十
凡
巻

遂
に
是
を
試
み
得
守
へ
き
限
h
J
に
非
す
ざ
考
ふ
る
を
以
て
、
今
綴
り
に
そ
の
性
質
を
是
認

L
得
べ
き
も
の
ご
し
、
且

又
道
徳
統
計
論
の
何
た
る
か
に
就
き
て
も
、
明
確
精
級
な
る
概
念
を
奥
ふ
る
の
、
意
味
に
よ
ら
中
、
そ

ω概
略
に

通
守
し
む
る
の
主
意
に
よ
り
‘
之
が
定
義
を
下
さ
ん
か
、
道
徳
統
計
論
ご
は
人
間
共
同
岨
胞
の
道
徳
朕
態
を
、
討
究

し
判
断
す
る
の
目
的
を
逢
せ
し
む
べ
き
、
人
の
諸
行
潟
及
事
件
に
関
す
る
、
統
計
的
研
究
の
会
館
な
り
と
謂
ひ
得

ぺ
し
、
従
ひ
て
を
は
一
耽
舎
の
道
徳
的
朕
態
、
併
せ
て
又
特
に
そ
の
智
能
的
拡
態
を
、
推
断
せ

L
む
べ
き
諸
現
象
事

貫

ω、
計
数
的
叙
設
に
蹄
す
、
素
よ
わ
厳
密
に
論
甘
ん
か
、
相
官
能
的
数
化
及
美
的
数
化
の
統
計
、
的
も
所
調
数
化

統
計
論
恩

-E呂
田
内
岳
山
巴
「
は
、
会
精
神
的
道
徳
的
国
民
生
活
の
統
計
、
又
は
一
部
の
間
学
者
(
位
令
ば
円
。
ロ
昌
弘
)
に
よ

ホ

λ

ッ
、
柏
村
一
脚
的
関
化
の
統
計
、
ヌ
は
車
に
(
同
E
Z
E
に
よ
り
)
開
化
統
計
ご
呼
ば
る
、
も
の
、
、
一
特
別
部
門
ご
し
て
、

道
徳
統
計
論
古
掛
立
せ
し
む
べ
き
な

h
、
現
に
〈

富
山
可
円
の
如
き
は
、
か
く
釣
立
せ

L
む
る
を
以

τ血
中
間
的
途
筋

上
、
明
断
e
f
保
つ
所
以
な
り

r
L、
か

ω大
著
「
働
園
人
口
論
」
の
若
者
己

L
て
、
名
あ
る

H
h〈
宮
古
号
が
同
書

中
、
道
徳
統
計
論
を
二
大
部
門
に
努
も
、
ぞ
の
第
一
部
に
悪
徳
及
犯
罪
ご
題
し
、
第
二
部
仁
致
育
及
数
養
己
題
し

kmポ

て
取
扱
へ
る
を
着
、
見
解
庚
き
に
過
「
己
評
し
た
り
。
夫
れ
道
徳
山
り
改
善
は
智
簡
の
開
後
ご
、
並
行
不
離
の
関
係

ゐ
b

z
す
る
を
得
す
、
事
ろ
人
智
開
け

τ忠
行
増
長
す
る
の
、
例
も
乏
し
か
ら
ぎ
る
こ
己
よ
h
J
推
す
も
、

二
者
を

a
I
も
研
究
す
る
を
、

至
山
戸
田
正
す
さ
詞
ひ
得
べ
し
、

き
れ
い
と
民
衆
の
智
能
的
吠
態
如
何
は
、
そ
の
道
徳
山
肌
践
に
闘
係

す
る
所
多
き
の
み
な
也
す
、
従
来
、
我
邦
に
於
け
る
右
二
部
門
の
研
究
、
振
は
ぎ
り
し
事
貨
に
鑑
み
、

之
を
道
徳

拙者f枇曾統計葡制J凶八頁参照。

cf. v. Mayr. . Moralstatistik. 1J7 S. 3・
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統
1

論
に
牧
録
す
る
は
、
少
〈
ご
も
研
究
の
便
宜
上
、
是
認
さ
る
べ
き
所
な
ち
叫

道
徳
統
計
論
に
就
き
、
諸
事
者
に
よ
b
下
さ
れ
た
る
諸
定
義
は
多
し
、
今
一
々
之
を
尋
m
H
V
へ
き
限
h
に
非
十
己

推
も
、
就
中
注
目
す
守
へ
き
も

ωを
一
つ
二
つ
泉
げ

τ又
評
論
せ
ん
か
、
第
一
に
当
日
百
四
日
三
が
、
人
の
精
神
的

オ
水

生
活
資
現
の
統
計
を
以

τ、
道
徳
統
計
芭
せ
る
は
、
康
き
に
過
ぎ
た

h
z
謂
ム
可

L
、
か
く
康
汎
に
限
定
す
る
ご

き
は
、
道
徳
統
計
論
に
つ
き
何
等
特
色
ゐ
る
、
部
分
範
閣
は
得
ら
れ
や
、
品
官
に
教
化
統
計
論
を
そ
の
中
に
包
容
す

べ
き

ωみ
な
ら
す
、
経
隣
統
計
論
、
政
治
統
計
論
の
た
め
に
も
、
亦
一
括
的
に
限
定
さ
れ
党
る
研
究
範
閣
は
、
残

さ
れ

F
る
こ
芝
、
な
ら
ん
。
第
二
に
道
総
統
計
の
研
究
上
、
自
由
な
る
意
志
の
質
現

τム
、
特
殊
概
念
の
下
、
特

円
止
の
事
賞
を
噛
即
断
的
に
選
揮
す
る
は
、
許
す
べ
か
ら
ま
る
に
似
た

h
、
き
れ
ば
研
究
純
国
仁
か
、
る
噛
即
断
的
限
定

を
、
授
け
ん
ご
す
る
が
如
き
道
徳
統
計
論
の
定
義
は
、

是
認
さ
る
、
を
得
守
、

炉
、
る
概
念
決
定
の

一
型
正
L

て
、
「
〈
山
』
U
H》

MW5、
及
同
氏
の
見
解
に
動
か

Z
れ
た
り
ご
想
は
る

u

、
出
日

5
r
p
の
定
義
岳
山
翠
げ
得
ベ
し
、
郎
も
后

者
に
よ
れ
ば
道
徳
統
計
論
を
以
て
、
人
間
枇
舎
の
諸
現
象
中
、
個
別
古
し
て
は
自
由
な
る
道
徳
的
意
志
決
定
に
本

者
U

一ハ特

づ
〈
、
行
錯
に
よ
り
惹
起
古
る
吋
『
き
も
の
、
、
統
計
的
研
究
ご
し
た
り
、
此
設
に
相
到
し
非
難

L
得
ぺ
き
第
一
馬
ご

し
て
、
道
徳
統
計
論
の
主
要
材
料
た
り
、
叉
刑
事
統
計
論
中
に
併
合
さ
る
べ
き
も
の
に
つ
き
、
自
由
な
る
道
徳
的

意
志
決
定
に
、
本
づ
〈
行
錯
ゐ
h
ご
は
、
確
か
に
説
、
さ
得
F
る
ご
ご
を
翠
ヤ
ペ

L
、
蓋
し
自
由
な
る

ζ
Z
ご
道
徳

的
な
L
も
の
ご
、
組
合
せ
党
る
も
の
ご
し
て
は
、
確
か
に
積
椀
的
に
道
徳
的
な
る
も

ωの
み
ぞ
問
ム
ペ
〈
、
消
極

論

叢

第
十
八
巻

道
徳
統
計
諭
概
説

(
第
六
披

一
ニ
)
一

O
一
九

品 cf. H血 lshofer，5tatistik， 2， Au自 '82S. 498 枇脅統計検綱囚七一頁。

僻 cf.¥Vestergartrd， Theorie der Statistik， '伊 S.IgI. 

誉 教 持 cf. Haushofer， op. r.it.. S. 1-5T; Wappaus. Allgemeine Bevolkerungs-

st叫istik，II. 1861 S. 408 



諭

叢

第
十
八
巻

(
第
六
税

四
)
一

O
ニ
O

遺
徳
統
計
諭
梅
詑

的
に
道
徳
的
な
る
も
の
又
は
不
徳
な
る
も
の
は
、
之
営
問
ひ
兼
ぬ
る
こ

t
、
な
れ
ば
な

h
、
唯
不
徳
は
有
道
の
反

従
ひ
て
叉
道
徳
に
関
係
ゐ
h
ぜ
の
意
味
に
よ
り
、

百
を
昭
一
す
守
へ
〈
、

康
き
意
義
に
て
道
徳
的

t
謂
ひ
得
べ

L
Z

し
、
右
の
非
難
は
絞
り
に
寛
服
し
て
も
、
夏
に
第
二
の
原
則
的
非
難
ご

L
て
、
意
志
自
由
問
題
が
恰
も
道
徳
統
計

的
研
究
凶
結
果
、
引
出
さ
る
べ
き
率
問
的
最
終
結
論
中
、
重
要
の
一
地
位
を
占
む
る
こ
吉
、
従
ひ
て
道
徳
統
計
論

の
研
究
範
国
限
定
に
際
し
、
自
由
な
る
意
志
賓
現
の
賞
ゐ

hτ
ふ
観
勅
の
下
、
A
Y

帥
該
耐
舎
大
量
を
限
定
せ
ん
古
す

る
が
如
、
さ
試
み
は
、

凡
て
設
れ
り
ご
す
£
の
要
あ
る
こ
ご
を
奉
げ
得

4
L。
道
徳
統
計
論
の
材
料
に
つ
き
、
同
様

に
噛
即
断
的
な
る
一
制
限
を
加
へ
た
る
の
畿
h
は、

〉
L
o
-
h

名
指
口
2

若
年
時
の
一
著
書
に
つ
き
て
も
亦
之
を
見

る
、
的
も
そ
の
著
書
「
一
見
忠
ひ
思
ひ
に
出
づ
る
人
間
行
鋳
の
常
理
」
宮
内
の
2
2
N
E
r民
間

r
E
Zロ
仏

B
R
Z
r
d
g円

4
2
=
百円
-
r
r
B
E
Z
E
L
E
E
S
E
E
L
一E
m
2
5
E
日
自
身
E
K
m
己

q
m
E
H
Z
F
a出
品
は
一
般
統
計
準
の
後
遺

上
重
ん
争
。
へ
き
も
の
な
る
も
、
右
の
誠
一
り
は
表
題
の
探
捧
そ
の
も
の
の
上
に
も
、
阪
に
現
は
る
ご
謂
ム
イ
〈
「
一

見
」
思
ひ
思
ひ
に
出
づ
る
や
否
や
は
、
串
間
の
材
料
取
拾
の
標
準
た
る
ペ
き
に
非
守
、
寧
ろ
統
計
材
料
に
設
絡
の

串
間
的
評
債
を
、
施
せ
る
結
呆
ご
し
て
判
明
さ
る
べ
き
所
な
り
印

道
徳
統
計
論
に
で
取
扱
ふ
。
へ
き
大
量
中
、
最
も
重
ん
A
Y
4

き
も
の
人
の
行
錫
の
大
量
に
存
す
る
や
、
謂
ふ
泡
一
も

な
じ
、
蓋
し
積
極
的
又
は
泊
施
的
に
道
徳
上
の
意
義
を
生
宇
ぺ
き
諸
カ
は
、
特
殊
行
矯
を
促
す
べ
き
決
心
上
に
表

露
せ
ら
る
れ
ば
な
り
、

手
れ
ド
と
道
徳
統
計
論
を
、
人
間
の
特
殊
行
匁
の
統
計
的
研
究
に
限
b
た
り
Z
せ
ん
か
、
そ

cf. Mayr， op. cit.， S. 3 持



の
総
範
国
を
蓋
せ
る
も
の
ご
な
し
得
F
ら
ん
、
却
も
人
の
行
錦
以
外
に
、
事
件
も
亦
そ
の
範
閣
に
蹄
す
、
詳
言
す

れ
ば
人
の
行
錯
に
つ
き
、
窺
は
る
、
飽
倒
的
現
象
に
樹
立
す
べ
き
、
受
働
的
現
象
も
亦
之
を
究
む
ペ
し
、
訴
追
ヘ

の
縁
尚
は
積
械
的
行
錯
(
例
外
的
に
之
さ
同
規
き
る
、
不
作
免
を
合
ひ
)
に
よ
り
奥
へ
ら
る
、
ご
共
に
、
刑
の
言
渡

し
あ
り
し
占
有
に
つ
き
て
の
、
刑
の
言
渡
し
は
事
件
な
り
、
無
罪
を
言
渡
さ
れ
た
る
者
に
つ
き
で
の
、
無
罪
放
免
も

亦
然

b
、
是
の
他
の
事
件
は
叉
時
己

L
て
、
道
徳
上
意
義
あ
る
紋
態
及
事
鐙
の
、
兆
候
ご
し
て
悶
は
れ
得
ぺ
し
、

死
因
に
よ
る
死
巳
の
如
き
は
然
り
、
同
様
に
溺
酒
ご
一
関
係
を
銭

は
し
む
ぺ
善
、
諸
問
惟
災
(
挫
傷

"Z他
)
も
亦
然
・
9
、
そ
の
外
道
徳
上
意
義
ゐ
る
行
怨
及
事
件
に
よ
り
惹
起
さ
れ
、
静

大
量
及
動
大
量
古
し
て
現
は
る
べ
き
結
染
色
、
特
に
又
道
徳
統
計
論
の
研
究
範
閣
に
蹄
す
、
道
徳
上
意
義
あ
る
人

仮
A

廿
ば
油
精
中
毒
さ
直
接
間
援
の
関
係
ゐ
る
、

身
的
極
分
に
し
て
.

炉
、
る
結
果
現
象
視
す
べ
き
も
の
に
つ
き
で
は
、
特
殊
の
行
斜
及
特
に
之
が
園
家
的
成
政
の

た
め
、
限
定
吉
る
べ
き
者
己
、
特
殊
の
決
心
貫
現
の
た
め
に
、
生
み
出
色
る
、
者
Z
を
分
つ
ぺ
〈
、
か
〈
て
定
ま

る
ぺ
主
人
々
の
特
楠
総
員
は
、
動
大
量
及
静
大
量
に
分
た
る
、
行
柏
崎
及
事
件
の
統
計
そ
の
も
の
ご
し

τは
、
動
大

量

Z
L
τ
之
を
取
扱
ふ
の
み
な
る
も
、
そ
の
結
果
現
象
を
も
等
ぬ
る
こ
正
、
す
る
に
至
れ
ば
、
静
大
且
一
旦
ご
し
て
も

之
を
取
扱
ふ
こ
さ
、
な
る
、

ご
は
悶
人
又
は
責
淫
締
の
移
動
量

Z
共
に
、
そ
の
現
在
員
を
苓
ね
得
べ
き
こ

zer想

は

ν
、
察
知
す
る
に
足
る
べ
し
、
是
等
結
果
現
象
胡
す
イ
き
人
品
以
外
、
道
徳
統
計
論
ご
し
て
は
、
道
徳
上
意
義

あ
る
現
象
の
物
的
結
果
を
も
、
亦
考
察
す
べ
し
、
之
に
つ
き
て
も
亦
静
大
量
Z
動
大
量
ご
を
問
ふ
べ
し
、
仮
令
ば

論

叢

道
徳
杭
計
論
概
説

第
十
人
容

へ
第
六
棟

五
)
一

O
ニ一



論

道
徳
統
計
論
概
誼

(
第
六
椀

六
)
一

O

第
十
八
巻

議

静
岡
獄
及
妓
楼
の
現
在
放
及
構
成
を
尋
ぬ
る
ご
共
に
、
犯
行
に
よ
り
被
害
者
に
加
へ
ら
れ
た
る
、
総
務
的
損
害
を
継

続
的
に
寺
泊
る
が
如
き
は
之
な
り
。

一
部
の
皐
者
は
一
結
論
を
下
し
、
元
来
道
徳
統
計
百
謂
ひ
得
ぺ
き
に
非
歩
、
寧
ん
不
徳
統
計
=
謂
ふ
こ
を
・

木
本

唐
正
常
な
る
ぺ
け
れ

Z
主
張
す
。
夫
れ
道
徳
的
意
義
あ
る
一
切
の
行
鋳
は
、
積
柿
的
道
徳
行
錦
、
詳
言
す
れ
ば
道

徳
生
活
を
振
興
せ
し
む
べ
き
も
の
己
、
消
極
的
道
徳
行
潟
、
詳
品
一
一
一
目
す
れ
ば
道
徳
の
欠
品
酬
を
一
不
す
べ
き
も

ω
ご
に
分

も
得
べ
〈
、
夫
等
諸
行
潟
は
稀
な
り
ご
せ
示
、
叉
様
々
な
る
幾
還
を
一
不
し
、
或
は
m
捌
く
戒
は
張
(
日
々
枇
合
に
繰

返
苫
れ
つ
、
あ
り
、

さ
れ
ど
幾
多
の
行
匁
は
来
り
叉
往
〈
に
拘
は
ら
争
、
統
計
的
記
録
に
よ
b
之
を
完
全
叉
孫
一

に
、
潟

L
採
る
を
得
争
、
貨
に
そ
の
多
〈
は
多
面
的
に
し
て
、
交
互
の
問
中
相
援
に
線
綿
せ
る
を
以
て
、
吾
人
自
身

に
し
て
夫
等
行
怨
彦
、
精
確
な
る
大
景
観
察
に
越
す
る
如
〈
、
白
川
肌
す
る
の
意
あ
り
ご
す
る
も
、
之
を
な

L
得
ぺ

き
状
況
に
あ
ら
中
・
且
叉
試
み
に
思
へ
、

再
人
は
慨
し
て
行
活
そ
の
も
の
を
自
炊
す
る
ニ
ご
を
欲
す
る
や
を
、
世

上
に
於
て
円
々
自
己
の
同
胞
を
訪
問
し
、
善
又
志
、
賢
又
邸
、
貴
叉
賎
視
す
イ
き
行
潟
に
つ
き
、
白
明
的
に
詳
細

事
情
に
閲
す
る
、
充
分
の
報
告
を
付
し
っ
、
、
親
切
に
申
告
す
べ
き
二
ご
を
、
他
人
に
期
待
し
得
ぺ
き
者
、
会
〈

札

r
i
W
1
r

あ
り
得
イ
〈
も
想
は
れ
守
、
加
之
善
行
を
教
に
示
す
こ
ご
は
、
忠
世
録
す
る
が
如
〈
容
易
な
ら
す
、
凡
て
道
徳
上

意
義
あ
る
大
多
数
の
行
然
、
特
に
善
行
に
つ
き

τは、
之
が
観
察
全
〈
備
は
ら
宇
ご
は
な

L
粂
ぬ
ご
も
、

之
が
統

cf. l¥f::tyr， op. cit.， S. 2 
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計
的
翻
祭
は
備
は
ら
中
、

ぞ
は
一
は
是
等
行
匁
ヤ
一
数
に
表
は
す
こ
吉
、
困
難
な
る
に
よ
る
も
の
な
る
も
、

f:t 
是

等
行
錦
を
記
録
す
る
こ
ご
に
、
閥
家
そ
の
他

ω司
公
共
的
利
害
関
係
を
、
全
(
伴
は

F
る
結
果
た

b
、
3
れ
ば
此
方

而
に
腐
L
、
特
殊
の
結
論
を
下
し
得
べ

L
ご
す
る
も
‘

そ
は
他
の
事
項
に
闘
す
る
統
計
調
査
め
結
果
(
仮
す
げ
郵
便
貯

金
、
教
令
官
事
、
慈
善
財
間
帯
に
闘
す
る
笠
訂
)ey、
利
用
す
る
こ
ご
に
よ
り
て
の
み
然
h
Z
す
、
即
ち
是
等
の
結
果
に
、
民

品
開
道
徳
紋
態

ω兆
候
的
意
義
を
、
附
奥
し
得
〈
き
程
度
に
於
て
然
り
、
従
ひ
て
完
全
無
繰
り
一
道
徳
統
計
論
を
、

編
成
す
る
の
目
的
は
素
よ
り
謹
し
得
ぺ
き
に
非
中
、
所
謂
道
徳
統
計
論
ψ

大
多
数
物
瞳
は
、
道
徳
訓
に
違
犯
せ
る

行
錯
だ
り
、
謂
は
ば
人
心
に
備
は
れ
る
感
へ
の
傾

E
Z
E
m
E
E
国
企

E
を
、
啓
示
す
ぺ
き
も
の
だ
り
。
前
記
の

主
張
あ
る
は
、
官
に
か
、
る
事
情
に
基
づ
〈
も
の
な
れ
ど
、
之
に
つ
き
吾
人
は
「
一
結
論
」
さ
言
ひ
て
、
「
正
嘗
な

る
結
論
」
ご
は
言
は

Y
り
き
、
夫
れ
論
者
が
右
の
主
旨
を
唱
へ
ん
ご
し
て
、
論
宇
品
所
に
よ
る
に
、
道
徳
は
人
目
に

鮪
る
べ
き
行
須
の
上
に
、
窺
は
る
、

-
-
Z
砂
く
し
て
、
成
情
思
想

ω中
に
窺
は
れ
、
特
に
叉
克
己
、
節
制
に
つ
き

窺
は
る
、
人
の
祇
抗
!
得
た
る
諸
誘
惑
、
制
し
得
た
る
諸
情
欲
を
、
如
何
に
し
て
記
録
し
得
ぺ
き
か
ご
な
す
、

れ
戸
一
此
論
ド
謝
し
て
は
、

二
様
の
反
駁
を
試
み
得
べ

L
、
第
一
に
書
人
は
不
徳
行
縛
の
、

一
尺
度
を
得
る
こ
ご
に

土

h
、

MZ然
又
之
が
不
作
潟
の
尺
度
や
も
牧
的
得
べ

L
、
不
徳
行
矯

Z
し
て
確
が
め
ら
れ

L
も
の
、
甲
の
場
合
に

n
あ
ち
、
乙
の
場
令
に

n
の
二
倍
あ
り
Z
せ
ん
か
、
共
の
他
の
諸
事
情
同
一
な
り
ご
せ
ん
か
、
荷
徳
的
な
る
残
俄

も
、
亦
甲
に
て
は
乙
に
於
け
る
よ
ち
大
な
る
べ

L
、
此
場
合
甲
に
あ
り
て
は
不
徳
行
震
の
誘
惑
に
、
抵
抗
す
る
の

論

叢

(
第
六
焼

七
)
一

O
ニ
三

第
十
λ
巻

選
徳
統
計
論
概
詑

3・

」曳
c 

c王 ¥Virminghat1s，Art. 'Mo四 lstatistilど imElsters Warterbuch， JI. 
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• 
諭

道
徳
統
計
諭
概
詑

設

第
十
λ
巻

(
第
六
競

凡
)
一

O
ニ
四

力
強
し
ご
言
ひ
得
ぺ
上
、
喰
か
、
る
抵
抗
の
自
由
に
つ
き
て
は
、
統
計
上
之
を
考
察
す
る
の
由
な
き
は
謂
ム
迄
も

な
し
、
第
二
に
諸
事
情
同

ιか
ら
宇
ご
せ
ば
、
不
徳
行
錯
も
亦
そ
の
頒
繁
度
数
比
較
に
よ
り
、
元
来
何
も
の
を
も

確
言
せ

L
む
る
こ
正
な
し
、
之
が
た
め
に
は
不
徳
行
錦
に
出
で
し
む
べ
き
、
誘
惑
の
設
示
を
之
に
件
は
し
む
る
の

要
あ
り
、
仮
令
ば
等
犬
の
二
群
衆
中
、
甲
に
あ
h
τ
は
百
・
乙
に
ゐ
b
て
は
二
百
の
窃
盗
超
れ
り
ご
す
る
も
、
そ

の
枇
九
百
事
情
ー
相
違
せ
る
た
め
、

乙
に
あ
b
て
は
甲
に
於
け
る
よ
り
も
、
盗
む
の
誘
惑
多
き
結
果
=
し
て
、
犯
罪
も

多
量
』
に
非
る
か
を
、
明
か
に
せ
ざ
る
限
b
、
蛍
該
ぷ
・
悠
行
織
を
犯
す
の
傾
向
、
乙
に
あ
り
て
は
賞
際
上
申
の
二
倍

な
り
己
、
解
す
る
を
得
歩
、
郎
ち
此
意
味
に
よ
ら
ん
か
、
有
徳
に
関
L
不
定
存
す
る
ご
同
様
、
不
徳
に
つ
き
て
も

亦
不
定
ゐ
h
，
、
夫
れ
然
'
り
、
道
徳
の
範
囲
は
一
定
の
閲
係
上
局
限
さ
る
、
こ
ご
な
し
ご
せ
ば
、
一
般
に
道
徳
上
の-4 

善
を
合
む
の
み
な
ら
中
、
叉
道
徳
上
の
恵
、
康
義
仁
あ
り
で
は
道
徳
上
の
不
頓
着
を
も
亦
合
む
ご
す
べ
き
な
り
、

加
之
后
に
詳
設
す
べ
き
が
如
〈
、
不
徳
行
潟
の
統
計
比
較
に
よ
り
て
も
、
特
に
そ
の
原
因
の
移
動
及
原
因
そ
の
も

の
、
先
明
に
、
導
か
る
、
の
殻
呆
大
な
る
を
想
は
uv

、
論
者
の
主
張
は
重
ん
や
る
に
足
ら
千
百
説
〈
を
得
ん
。

坪
内
博
士
の
講
演
記
「
悪
徳
の
研
究
」
(
早
稲
田
大
事
出
服
部
寂
服
、
年
次
不
明
)
中
に
は
日
〈
「
所
謂
徳
の
研
究
、
最
上
善

に
闘
す
る
研
究
だ
り
は
、
品
帥
明
杭
準
ん
だ
の
で
め
っ
た
が
、
他
の
惑
ご
一
五
ふ
方
面
の
研
究
は
、
殆
ど
全
然
保
如
ご
い

っ
て
よ
い
同
位
に
、
疎
か
に
な
っ
て
居
る
」
「
科
事
的
仁
精
L
f
惑
を
研
究
し
た
著
述
は
、

E
う
も
見
出
吉
見
ゃ
う
じ

cf. Schnapper-Aτndt， Sozialstatistik. '08 55. 413. 414 4時



思
ム
、
こ
れ
も
倫
理
事
上
の
一
候
貼
で
は
な
い
か
」
言
、
氏
が
世
の
徳
育
家
ご
そ
の
惑
を
異
に
し
、
消
極
的
道
徳

に
着
服
さ
れ
た
る
は
、
文
皐
者
ご
し
て
「
文
夢
を
仰
人
の
蛾
悔
録
」
Z
翻
し
、
「
包
ま
や
隠
さ
守
偽
ら
や
飾
ら
ぬ
人
の

心
の
異
相
」
は
、
之
を
文
明
晶
子
に
つ
き
窺
ひ
得
べ

t
r
L、
又
白
か
色
恋
人
の
叙
説
仁
営
b
、
或
は
ヲ
ぞ
の
叙
設
を
閲

議
せ
ら
る
、
一
』
吉
、
砂
か
ら

F
る
に
由
る
所
多
き
を
付
度

L
、
併
せ
て
を
の
着
服
に
敬
服
せ
宇
ん
ば
非
歩
、
而
も

亦
恰
も
文
闇
明
者
な
る
が
た
め
か
・
世
上
夙
に
開
拓
き
れ
た
る
不
徳
の
「
統
計
的
」
研
究
を
、
殆
ん
ど
無
税
せ
ら
る
、

が
如
き
は
惜
し
む
可
し
、
夫
れ
以
上
設
げ
る
が
如
雪
道
徳
統
計
論
に
は
、
不
徳
研
究
の
致
用
以
上
の
、

一
致
用
ゐ

る
こ
JE
に
つ
ラ
て
は
、

一
韮
聞
を
費
や
す
行
も
、
殆
ん
H

と
無
用
な
る
に
似
た
り
、
試
み
に
想
へ
、
各
悶
民
、
各
人
種
、

4
 

A
斗

C
M
 

pb 

'
d
 

ら
れ
、
或
は
又
限
ら
れ
た
る
}
身
の
経
験
を
本
ご
し
、
向
早
の
判
断
に
普
遍
化
す
る
こ
さ
に
、
形
式
上
耽
る
の
弊
加

に
陥
ゐ
h
易
き
範
固
な
れ
ば
な
り
、
道
徳
統
計
論
が
前
越
の
如
〈
、
不
完
全
な
る
に
拘
は
ら
争
、
皐
問
上
質
際
上
伊a

 

品
守

n

か
、
る
事
情
に
よ
る
一
}
ご
多
し
。

h
h
目

及
各
信
品
品
開
館
等
の
借
地
徳
扶
態
を
、
各
時
代
に
つ
き
比
較
せ
ん
ご
企
う
る
者
の
判
断
は
、

一
般
に
如
何
に
浅
薄
な

之
を
諸
研
究
範
閣
の
何
れ
に
つ
き
工
察
す
る
も
、
確
買
測
定
の
必
要
を
告
C
る
も
の
、
此
範

園
に
於
け
る
が
如
〈
多
き
は
な
し
、
蓋
し
こ
は
戚
動
、
又
は
先
入
の
見
、
又
は
他
人
を
諒
解
す
る
の
無
能
に
制
せ

る
も
の
な
る
か
を
、

大
に
重
ん
宇
イ
き
は
、

主
れ
ど
人
の
道
徳
的
特
質
を
視
察
す
る
は
、

そ
の
事
柄
の
性
質
上
、
車
純
に
そ
の
経
糖
的
、
祉
合
的
及
政
治
的

諸
事
情
を
観
察
す
る
に
比

L
て
蓬
か
に
困
難
な

h
、
此
駄
に
闘
し
精
確
な
る
大
量
観
察
を
途
や
る
こ
己
は
、
大
に

論

九
)
}
O
二
五

護

道
徳
酷
計
論
栴
設

第
十
八
巻

(
第
六
腕
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論

道
徳
続
計
論
概
詑

第
十
λ
巻

(
第
六
抗

一O)
一O
二
六

議

制
限
せ
ら
る
、
賞
に
良
心
又
は
忠
心
も
亦
一
の
事
賞
な
り
芭
離
も
、
之
が
定
量
的
査
定
は
絶
謝
に
遂
「
る
を
得

中
、
之
に
つ
き
遂
げ
ら
れ
得
べ
き
最
上
研
究
は
、
推
量
じ
よ
る
比
械
な

h
、
吾
人
は
一
般
に
甲
は
乙
に
比

L
・
良

心
に
官
み
勇
敢
叉
献
身
的
な
h
，
正
、
考
ふ
る
を
得
ぺ

t
、
さ
れ
ど
同
人
聞
に
於
り
る
、
良
心
、
勇
敢
及
献
身
能
力

の
差
を
、

一
定
の
比
例
数
に
示
す
を
得
争
、
事
賀
川
蹴
察
は
道
心
又
は
不
徳
の
、
後
一
露
ざ
し
て
現
は
る
、
行
震
に
し

t
、
而
も
亦
結
果
は
原
因
に
比
例
す
ご
の
法
則
に
よ
り
、
そ
の
行
匁
に
本
づ
き
心
ぞ
の
も
の
に
闘
す
る
、
推
断
を

許
す
〈
き
も
の
に
つ
き
、
之
を
透
げ
得
心
き
の
み
な
り
、

論
に
蹄
す
、
者
自
百
円

m
E
E
も
言
へ
る
如
く
、
道
総
統
計
論
の
範
囲
に
あ
り
て
は
、
心
的
生
活
の
特
殊
外
的
表
徴

こ
の
範
園
に
於
け
る
統
計
的
研
究
は
、
所
謂
道
徳
統
計

に
限
り
、
之
を
取
扱
ひ
得
〈

L
、
般
A
T
ぱ
仕
遂
げ
ら
れ
た
る
殺
人
の
数
は
、
之
を
明
炉
に

L
得
べ
き
も
、
之
が
試

み
の
敷
は
明
か
に
す
る
を
得
令
、
叉
仰
別
の
敢
曾
的
行
動
に
つ
き
で
は
、
ぞ
の
散
を
知
り
得
べ
き
も
・
質
際

ω宗

教
的
信
念
は
、
統
計
に
よ
り
之
を
究

U
る
を
得
点
r
、
叉
結
婚
の
政
全
知
h
た
れ
ば

Z
て、

一
人
が
準
み
て
結
焔
す

る
の
意
あ
り
乍
ら
、
経
済
上
、
枇
曾
上
そ
の
他
積
々
の
原
凶
じ
よ
旬
、
依
然
、
己
し
て
未
婚
を
縦
く
る
が
如
き
、
脚
秒

し
き
事
例
に
つ
き
で
は
、
何
事
舎
も
告
「
る
一
』
さ
な
し
、

さ
れ
ど
か
く
行
潟
の
安
定
に
、
限
ら
る
、
限
度
内
に
於

て
も
、
亦
統
計
感
者
は
無
数
の
閑
繰
を
後
見
寸
、
夫
れ
一
般
に
伺
人
の
進
徳
的
資
質
炉
、
右
の
仕
方
に
よ
り
そ
の

影
響
ご
比
例

ω閥
係
争
保
つ
古
川
町
、
僚
件
を
充
た
す
べ
き
場
合
に
は
限
b
ゐ
り
、
多
〈
の
特
質
に
あ
'
り
て
は
、

か
Z
推
量
の
喋
準
金
〈
備
は
ら
守
、
般
A
T
ば
詩
人
め
才
は
、
之
が
贋
儲
を
そ
の
著
作
物
の
頁
数
に
よ
り
、
測

-o
得 カミ

cf司、Ncstergaa.rd，op. cit.， S‘ '92 
.， 



Y
る
さ
同
様
、
慈
悲
心
も
亦
之
を
施
輿
額
の
大
小
に
よ
h
t
の
み
測
る
を
符
中
、
窃
涯
の
罪
も
盗
ま
れ
た
る
物
の

y
h
 

額
丈
け
仁

τは
、
之
を
測
る
を
得
中
、
要
す
る
に
道
徳
統
計
の
計
数
は
、
通
常
閥
民
の
道
徳
的
心
事
に
つ
き
、
何

等
百
接
の
蹄
結
を
許
さ
争
、
之
が
だ
め
に
は
特
に
諸
行
錦
、
服
A
T
ば
白
殺
、
犯
罪
、
離
競
等
に
つ
き
、

そ
の
動
機

を
知
る
の
要
あ
る
も
、
そ
は
多
大
の
凪
難
を
犯
し
て
、
之
を
祭
取
し
得
る
の
み
な
り
、
普
閣
の
自
殺
統
計
は
自
殺

の
動
機
を
示
す
も
、
濁
逸
の
刑
事
統
計
に
あ

h
tは
、
会
〈
動
機
の
調
査
を
断
念
す
、
本
邦
官
聴
統
計
に
あ
り
て

は
、
自
殺
肉
白
及
刑
法
犯
省
罪
被
告
人
犯
罪
原
肉
の
、
統
計
を
作
へ
'
り
さ
雄
も
、
そ
の
議
日
中
に
は
動
機
ご
な

L

得
t
A
C

る
も
の
を
も
、
拶

L
〈
合
む
、
従
ひ
て
統
計
は
通
常
倫
理
的
許
僚
の
用
に
宛
つ
べ
き
、
直
接
謀
本
を
会
〈
授

く
る
こ
E
な
し
、
唯
前
に
述

4
L如
〈
、
統
計
に
ご
ち
柁
る
常
該
現
象
の
頻
繁
科
度
が
、
固
有
の
道
徳
状
態
に
比

例
的
だ
ち
正
、
仮
定
し
得
ペ
き
際
に
は
、
時
の
前
后
、
閥
別
、
及
人
口
階
級
別
に
よ
る
比
校
は
、
意
義
あ
り
ご
な

し
得
イ
し
、
仮
A
T
ば
犯
罪
数
増
進
又
は
私
生
数
増
進
は
、

そ
の
他
の
議
事
情
に
越
化
な
し
ご
せ
ば
、
道
徳
の
哀
頑

を
一
示
す
さ
な

L
得

4
L
、
さ
れ
H

と
闘
別
又
は
諸
人
口
階
級
間
の
比
較
に
あ
り
て
は
、
多
〈
は
上
の
仮
定
を
立
つ
る

こ
さ
を
許
さ
?
、

さ
れ
ば
そ
の
数
は
統
計
作
製
手
続

そ
の
外
叉
道
徳
統
計
の
大
多
数
項
目
は
、
複
製
統
計
た
り
、

の
前
件
た
る
、
法
的
基
本
如
何
に
よ
り
左
右
せ
ら
る
、
即
も
犯
罪
数
の
増
加
は
、
部
孔
T
的
に
は
警
察
及
司
法
行
政

の
、
改
善
に
よ
b
想
起
き
る
、
こ
E
ゐ
る
ペ
〈
、
諸
国
離
婚
の
頻
繁
率
不
同
は
、
法
律
上
に
於
け
る
隣
婚
可
能

持
舎

の
、
相
違
を
反
映
す
る
こ
ご
あ
ち
己
す
、
加
之
前
に
述
べ
し
が
如
君
、
研
究
上
の
諸
制
限
わ
る
こ
ご
を
併
せ
考
ム

論

護

道
徳
統
計
論
拠
説

(
第
六
坑

第
十
入
容

一一)一

O
ニ
七

cf. M.ayr， Gcsetzmλ日 igkcit11. S. W.， S. 328; Hallshofcr， op. cit.， S. 451 

cf. Zizck， Grunclriss cler Stati~tik ， 2. Allfl '23 S3. 286， 237 
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Z寵

泣
細
川
統
計
諭
概
説

第
十
八
年
}

一
二
)
一
の
一
一
入

{
第
六
焼

議

る
ご
き
は
、
道
徳
統
計
論
の
困
難
な
る
や
察
す
る
に
品
川
り
あ
り
。

四

賞
際
統
計
曲
学
の
部
門
系
統
に
於
て
、
道
徳
統
計
論
を
一
の
特
別
部
門
ご
な
す
を
、
可
芭
す
Z
は
夙
に
く
宮
山
三

の
主
張
せ
る
所
に
し
て
、
現
に
氏
は
一
九

O
九
年
以
来
分
冊
目
公
苅
し
初
め
た
る
、
「
道
徳
統
計
論
」
一

O
四
二
頁
の

一
大
冊
を
、

一
九
一
七
年
に
完
成
し
た
り
、
而
し
て
氏
が
右
の
如
〈
取
扱
ふ
を
正
嘗
正
せ
る
こ
ご
は
、
枇
曾
大
量

分
類
の
試
み
上
、
人
口
の
大
量
そ
の
も
の
以
外
、
又
枇
合
大
量
の
経
隣
的
及
政
治
的
一
五
宗
以
外
に
、
計
数
叉
計
量

し
得
べ
き
枇
荷
H

大
量
元
素
に
し
て
、
人
間
の
道
徳
生
活
、
智
能
生
活
の
諸
紋
腿
諸
現
象
に
関
係
ゐ
h
z
、
認
識
さ

れ
易
き
も
の
ゐ
る
に
本
づ
き

k
h
。
然
る
に
道
徳
統
計
論
を
特
別
の
一
部
門
ご
な
す
こ
ご
を
、
承
認
せ
、
ざ
る
皐
者

も
亦
庇
す
、
〈

F
E
E
m
H
m
s
m
m
m
及
ロ
-
E
n
r
2
の
如
き
は
然
ム
リ
、
是
等
撃
者
の
所
設
に
よ
る
に
、
道
徳
統
計
論

は
毛
の
研
究
上
、
何
等
困
布
の
現
象
を
有
せ
今
、
ぞ
の
研
究
に
よ
り
道
徳
扶
越
の
啓
判
明
に
努
む
ご
言
ふ
も
、
そ
は

一
切
の
統
計
計
数
に
つ
き
、
適
用
さ
れ
得
べ
き
一
蹴
貼
た
り
、
そ
は
特
別
の
部
門
を
限
定
す
る
の
基
本
ご
し
て
、

適
切
な
り
ご
す
る
を
得
宇
古
な
す
、
さ
れ
ど
統
計
材
料
を
之
に
よ
り
明
知
に
き
る
イ
話
、
枇
命
日
生
活
の
諸
方
面
よ

一4
里
一
嬰
方
面
ご
す
る
に
足
れ

h
、
統

り
類
別
す
る
こ
之
、
せ
ん
か
、
道
徳
山
肌
態
は
特
別
の
顧
慮
を
他
ひ
す
ぺ
己
、

計
の
利
用
者
ご
し
て
は
、
道
府
惜
朕
態
に
関
す
る
会
現
存
材
料
、
統
合
せ
ら
れ
て
備
は
巴
ニ
ご
を
後
見
し
得
ぺ
し
て

せ
ん
か
、
之
に
戚
謝
す

4
F
こ
ご
以
外
に
何
か
あ
ら
ん
。

d. Zizek， ap. cit.， S. 224・+告



ロ
r
r
r
m叶
に
よ
る
に
統
計
拳
系
統
は
、
研
究
目
的
に
よ
ふ
り
決
定
さ
れ
守
、
湖
察
の
物
格
に
よ
ち
て
の
み
、
決
せ

ら
れ
待
べ

L
Z
主
張
せ
り
、
従
ひ
て
人
口
統
計
論
は
人
間
仁
関
す
る
諸
材
料
を
包
括
し
、
経
済
統
計
論
は
経
済
的

(
康
義
)
行
政
統
計
論
は
公
け
の
諸
施
設
に
閲
す
る
諸
材
料
を
包
括
す

Z
L、
是
等
三
部

物
格
に
闘
す
る
材
料
を
、

門
に
謝
立
せ
し
む
る
に
、
気
象
統
計
及
人
館
計
量
よ
り
成
る
イ
き
、
自
然
統
計
論

Z
E
E
-
H
R
r
o
日
E
r
z
r
を

以
て
し
た

h
、
而

L
て
出
庄
の
一
言
は
道
徳
統
計
諭
に
つ
き
、
特
別
の
凱
察
物
格
を
快
〈
ご
し
て
、
之
が
濁
立
存
在

を
至
嘗
ご
す
る
こ
ご
に
反
封

L
‘
「
道
徳
統
計
論
」
の
諸
現
象
は
、
多
〈
は
「
人
口
統
計
」
た

h
t
せ
h
、
此
鮎
に
関

す
る
氏
の
所
設
に
は
吋
特
異
の
貼
あ
る
を
以
て
、
煩
を
耐
臓
は
や
引
用
す
る
こ
吉
、
せ
ん
か
、
道
徳
統
計
論
を
特
別

の
一
部
門
ご
な
す
ニ
ご
に
は
、

私
見
に
よ
れ
ば
研
究
範
国
の
質
質
的
内
容
吉
、
路
用
さ
れ
た
る
方
法
芭
の
混
同
伊
仲
へ

h
、
人
或
は
人
口
統
計

中
特
定
の
一
部
、
並
に
行
政
統
計

ω
一
部
を
、
特
殊
観
黙
の
下
包
括
し
、
一
の
枇
曾
倫
理
じ
築
き
上
げ
得
ペ
し
、

詳
言
す
れ
ば
夫
等
特
定
祉
舎
現
象
を
、
岡
家
的
、
数
曾
的
諸
施
設
に
及
ぼ
す
意
義
に
鑑
み
、
叉
純
倫
理
的
凱
貼
よ

h
J
考
察
し
得
4

し
、
(
中
堅
此
意
味
に
て

O
z
z
m
g
の
道
徳
統
計
論
ロ
一
の
宮
。
E
r
E
E
E片
山
口

H
F
百
円
切
え
E
E口
町

毘
円
。
宮
内
印
。
N
日乙内

H
E
r・
H∞∞
N

は
、
特
別
の
一
事
編
ご
呼
ば
れ
た
り
。
き
れ
ど
か
〈
議
す
る
と
、
き
は
、
一
肱
曾
倫

理
上
利
用

L
、
従
ひ
て
道
徳
統
計
論
仁
崩
す

Z
し
て
数
へ
ら
れ

L
、
同
一
人
口
統
計
材
料
を
、
更
に
他
の
一
槻

貼
よ
ち
考
察
せ
ん
己

L
て
も
差
支
な
が
る
〈
〈
、
そ
の
結
果
政
治
的
方
面
の
み
を
問
ふ
や
へ
き
、

一
の
普
通
人
口

話t

議

澄
徳
統
計
論
掛
詑

(
第
六
班

第
十

λ
毎

一
三
)
一

O
ニ
九

c王 Bleicher，St<'ltistik，・'555. 16， 17. * 



論

叢

浩
徳
統
計
論
概
詑

第
十

A
を

(
第
六
競

一回)一
O
コ一
O

論
を
も
打
立
て
得
、
へ
け
ん
。

他
の
一
例
を
泉
げ
ん
か
、
五
日
人
は
右
吉
同
一
意
義
に
よ
り
、
質
際
枇
曾
政
策
の
た
め
に
、
特
別
の
意
義
あ
る
ペ

、
喝
さ
、
統
計
事
賓
の
会
複
合
に
命
名
す
る
こ
ご
、
せ
ば
、

-
の
一
枇
品
目
政
策
統
計
論

E
N
E唱。一
E
R
F
O
g
E
E
t
r
あ

り
ご
説
ひ
得
。
へ
し
、
メ
告
の
材
料
の
一
部
を
、
或
は
普
通
人
口
統
計
、
或
は
経
済
統
計
、
或
は
行
政
統
計
よ
り

ご
れ
る
、
諸
事
賞

ω集
成
ご
し
て
、
帥
労
働
者
の
事
情
研
変
に
越
せ
る
が
如
き
も
の
を
、
勢
働
者
統
計
論
Z
呼
び

得
べ
し
、
失
れ
現
今
週
用
の
用
語
例
に
よ
bJ
、
ヌ
現
存
せ
る
概
念
混
乱
に
鑑
み
る
ご
さ
は
、
主
ご
し
て
統
計
的

根
協
よ
h
打
立
て
ら
る
べ
き
、
個
別
研
究
範
園
の
名
和
を
以
て
、
「
統
計
皐
」

ω特
殊
部
門
化

ιし
む
る
は
、
品
見

-
3

九
位
き
斤
z
a
b
し
、

み川
M

ル
崎
劫
山
吉

F

J

J

J

r

r

き
れ
い
と
か
〈
道
徳
統
計
論
、
労
働
岩
統
計
論
ご
一
百
ふ
が
如
う
名
稀
の
下
に
、
各
一
研
究

範
囲
ゐ
h

z
了
承
す
べ
き
も
の
ご
す
る
も
、
吾
人
は
是
等
の
名
稗
に
代
ふ
る
に
、
寧
ろ
普
通
枇
曾
倫
理
、
勢
働

者
賞
誌
〉
任
命
日
庁
長
戸
口
号
等
の
語
を
以
て
せ
ん
ご
欲
す
。
兎
に
角
か
〈
槻
し
来
る
ご
き
は
、
統
計
準
金
研
究
範

国
の
系
統
的
分
類
を
試
み
、

そ
の
細
別
に
及
ぼ
さ
ん
ご
す
る
こ

Z
多
き
に
従
ひ
、
愈
々

εの
困
難
を
増
す
べ
き

こ
ご
を
看
取
す
べ
〈
、
叉
そ
の
細
別
を
最
も
よ
〈
遂
げ
ん
ご
せ
ば
、
統
計
的
研
究
の
目
的
を
眼
目
ご
し
て
決
せ

す
、
銀

T

み
例
究
調
象
に
よ
る
品
川
類
に
、
出

4

つ
べ
き
こ
ぜ
を
察
知
す
べ
し
、
従
ひ
て
吾
人
は
蹴
察

ω物
格
を
、
間
同

日
正
し
て
分
類
せ
り
二
中
時
)
諸
部
門
併
究
上
統
計
は
方
法
た
る
が
放
に
、
人
口
統
計
論
以
外
に
人
口
論
ゐ
h
、

同
様
に
又
一
の
自
然
論
一
の
経
済
事
一
の
行
政
拳
あ
h
、
ぞ
の
何
れ
も
統
計
以
外
の
方
法
に
よ
り
て
も
講
究
さ



れ
得
4

〈
、
無
傑
件
に
統
計
を
土
蓋
ご
し
て
、
編
成
せ
ら
る
、
の
要
ゐ
h
Z
す
る
こ
ご
な
し
。

失
れ
腕
中
間
的
統
計
論
の
系
統
決
定
上
、
可
能
な
る
一
切
の
研
究
目
的
を
、
断
酌
仁
得
べ
き
に
非
や
ご
す
る
は

E

蛍
な
り
、
般
A

廿
ば
婦
人
又
は
子
供
又
は
一
特
定
宗
致
の
信
者
、
又
は
特
殊
職
業
有
業
者
、
又
は
配
偶
関
係
別
の
特

殊
身
分
共
有
者
に
つ
き
、

是
の
境
遇
に
閲
す
る
諸
方
面
の
統
計
を
希
望
す
る
者
は
、
先
つ
系
統
諭
み
一
編
に
百
五
、

議
所
に
つ
き

τそ
の
関
係
材
料
を
求
め
、
次
い
で
始
め
て
之
を
一
括
す
る
の
要
ゐ
1

り
、
そ
は
叉
か
、
る
特
別
研
究

の
目
的
を
、
果
た
す
ぺ
き
専
攻
論
文
的
叙
設
の
職
分
た
り
、

さ
れ
H

と
観
察

ω物
格
に
訴
ふ
る
の
み
に
て
、
系
統
論

部
門
別
の
最
終
解
決
ぞ
授
〈
ぺ

L
E
も
想
は
れ
や
、
差
し
腕
察
物
格
に
つ
き
遂
〈
べ
き
分
類
は
、
如
何
な
る
事
情

に
訴
へ
て
之
を
決
す
べ
き
か
、
統
計
事
系
統
論
を
編
成
す
る
た
め
に
は
、
寧
ろ
便
宜
を
理
由
ご

L
、
若
干
の
大
別

2
 

司Q
M
 

m
b
 

一
闘
の
政
治
的
、
精
紳
的
及
道
徳
的
取
態
早

将

司

K

日

常

の

用

語

例

に

於

て

も

、

共

に

見

る

所

た

り

。

恥

道
徳
統
計
論
の
分
立
に
劃

L
、
多
年
に
亘
ち
根
強
き
反
針
を
唱
へ
し
者
は
、
襖
園
行
政
統
計
及
統
計
皐
界
に
大

d

を
設
〈
る
を
可
ご
す
、
之
に
つ
吉
て
は
特
に
統
計
皐
柁
ら
ざ
る
色
、
之
Z
綴
似
の
目
的
を
有

L
、
叉
統
計
に
ぞ
の

料
e
T
酌
み
ご
る
べ
き
、
↓
枇
合
諸
凪
↑
分
類
を
掛
酌
L
、
か
〈
て
謂
は
い
V

出
品
午
問
的
統
計
消
費
者
の
類
別
を
鶴
酌
す
べ
き

な
り
、
こ
の
翻
結
よ
ら
せ
ん
か
、
特
別
の
道
徳
統
計
論
を
凡
す
つ
も
、
亦
便
宜
ご
す
ぺ
き
に
似
た
り
、

か
〈
す
る
・
』

ご
に
よ
り
一
貢
献
は
、
枇
曾
倫
理
事
者
及
文
明
史
家
に
授
け
ら
れ
ん
、

ご
説
(
は
、
岡
誌
及
吐
曾
率
的
著
書
に
於
て
色
、

功
跨
ゐ
h
r
し
〈

HE吉
山
田
耳
口
】
諸
問
な
り
、

却
も
一
入
入
四
年

O
E
Z四

E
の
道
徳
統
計
論
に
駁
撃
を
加
へ
し
ょ

論

議

一宜)一
O
三一

温
和
、
統
計
繭
概
詑

第
十
λ
春

(
第
六
競

告

/ 



論

叢

遺
徳
統
計
諭
撫
詑

第
十
凡
巻

(
第
六
鵠

そ
の
持
設
を
固プ
事 c

fz. 0 
h 三
、持一ー

後
の
論
文

り、

一
九

O
七
年
〈

-zm-
に
針
す
る
攻
撃
論
文

ee後
表
せ
る
迄
、

就
き
吾
人
は
、
明
治
四
三
年
三
月
京
都
法
皐
合
雑
誌
(
そ
の
後
統
計
集
誌
に
斡
暗
)
に
そ
の
邦
誇
を
掲
げ
た
り
、

さ
れ
ば

今
之
が
反
駁
吉
見
る
イ
き

M
W
仏
仙

の
所
設
を
、
前
記
同
氏
の
著
書
よ
り
引
〈
こ
正
、
せ
ん
か
。

‘イ

冨

hqH

H
H】
釦
民
】

mwm-rw『
D
m
m
m

が
統
計
凪
干
の
本
領
は
、

赴
曾
大
量
の
内
部
構
成
吉
、

そ
の
聯
関
さ
を
明
示
す
る
こ
ご
に
て

謹
〈
、
是
等
の
大
量
が
如
何
な
る
程
度
迄
、
人
口
の
道
徳
駅
態
に
意
味
あ
る
か
は
、

そ
の
研
究
材
料
が
特
に
都
合

よ
〈
積
ま
る
、
場
合
に
、
之
を
推
究
し
得
4
h
u

も
、
決
し
て
初
め
よ
り
此
結
果
を
般
定
じ
得
ぺ
き
に
非
守
ご
せ
る

に
制
到
し
、
昌
司
刊
は
彼
自
身
「
道
徳
統
計
論
の
範
鴎
」
正
せ
る
も
の
を
、
依
然
ご
し

τ固
執
せ
ん
ご
す
る
こ
ご
を
、

反
調
者
は
了
解
せ
、
さ
る
者
な
り
ご
し
て
臼
く
、
夫
れ
一
切
の
枇
合
扶
態
及
事
援
の
統
計
は
、
枇
曾
倫
理
の
観
賄
よ

。
評
回
明
き
れ
得
、
へ
し
、

さ
れ

E
是
等
獄
態
及
事
援
の
統
計
論
を
以
て
、
岡
氏
道
徳
を
啓
明
し
議
す
e
へ
き
間
半
間
己
す

る
を
得
守
、

そ
の
統
計
論
は
別
に
統
計
論
ご
し
て
の
皐
閥
的
職
分
を
有
す
、
郎
も
恰
も
批
舎
大
量
ぞ
れ
自
醸
の
事

理
さ
し
て
然
り
、

H
E自
白
に
よ
れ
ば
統
計
事
を
通
論
及
各
論
に
分
先
ん
ご
主
張
し
、

そ
の
各
論
は
各
別
な
る
枇
曾

諸
島

a

(

耀
済
事
、
狭
義
枇
令
事
、
狭
義
聞
家
串

)ω
範
国
内
に
、
順
序
よ
〈
捕
ま
る
、
こ
正
、
な
る
〈
き
も
‘
統
計
率
の
間
半
悶

的
濁
立
を
害
せ
中
ご
せ
ち
、
看
る
e

へ
し
氏
の
攻
撃
は
、
単
純
に
道
徳
統
計
論
に
加
へ
ら
る
、
ょ
h
も、

そ
の
以
土

に
及
ぽ
き
る
、
こ
ご
を
、
郎
も
氏
は
そ
の
攻
撃
に
よ
り
、

一
般
に
串
間
的
統
計
論
の
各
論
、
又
は
予
に
よ

h
賞
際

統
計
事
ご
呼
ば
る
、
も
の
、
、
存
在
正
常
な
る
を
拒
む
者
な

b
、
蓋
し
俄
A
T
ば
経
済
統
計
論
的
な
る
は
、
経
済
間
半

cf. K. Th. v. Inam九-Ste.rnegg. Zur Kritik der Mo:ralstatistik (5t拍 t5-
wissenschaftlicbe Abbemdlungen. 1903 _55. 3司ーう33-同論文は其以前に
Jb f N0.u5t N F Bd VII-I8E4. に金表古る); Zm Kriti k der 
Mo四 lstatistik(St. Monatsschrift. 1'907. u. Neue Prouleme des modcrncn 
Kulturlebens. 1908 S5. 296-314.) 

** cf. v. Mayr， Moralstatbtik， SS. 8， 9・

# 



に
振
向
げ
ら
る
e

へ
き
も
の
古
せ
ん
か
、
氏
が
上
に
設
け
る
知
〈
、
「
統
計
拳
の
皐
問
的
濁
立
を
害
せ
す
」
Z
の
、
注

意
ef
掃
め
る
ご
は
反
割
に
、
皐
問
的
統
計
論
会
綿
の
一
系
統
ご
は
、
関
係
す
る
所
な
き
に
至
ら
ん
、
そ
の
外
叉
倫

理
事
も
経
済
閣
で
枇
曾
血
中
及
岡
家
間
帯
同
様
、

そ
の
研
究
円
的
に
越
せ
る
枇
舎
大
量
に
つ
き
、
之
を
併
合
す
る
の
資

格
ゐ
hJ
ご
、
何
故
に
宣
言
す
"
へ
き

r非
る
か
を
、

訪
問
す
る
の
要
あ
り
ご
、
何
引
緩
き
富
山
可
叫
が
反
蝋
割
論
者
の
態

度
を
付
度
評
論
し
、
又
主
要
論
旨
に
反
駁
せ
る
所
を
ぞ
の
催
紹
介
せ
ん
か
も

HEロ
岡
山
の
古
手
論
文
に
遡
り

τ考
ふ
る
に
、
氏
が
道
徳
統
計
論
を
桓
な
に
至
れ
る
は
、
元
来

。
門
口
口
問
内
ロ

空母

す
畠
論
争
に
開
聯
せ
る
を
見
る
、
蓋
L
氏
は
「
道
徳
統
計
論
」
を
以
て
、
先
入
の
見
に
富
め
品
枇
曾
倫
理
的
見
解

の
、
下
線
ご
し
て
幾
分
か
仕
事
せ
し
む
る
こ
ど
に
反
劃
し
た
れ
ば
な
り
、
察
す
る
所
に
よ
る
に
、
氏
は
道
徳
統
計

の
結
果
利
用
に
於
け
る
、
右
の
無
批
判
的
研
究
に
劃
す
る
論
守
上
、
そ
の
道
徳
統
計
論
に
命
守
ら
る
、
、
曲
学
問
的

材
料
蒐
集
に
反
封
L
、
幾
分
憤
激
の
気
分
に
隅
ゐ
れ
る
に
似
た
ら
、
又

F
Z吉川
W

は
統
計
撃
の
事
問
的
大
系
に
於

け
る
、
各
論
ご
し
て
の
統
一
的
寅
際
統
計
準
を
、
提
む
の
意
向
己
関
聯
し
、
統
計
事
の
率
問
的
全
編
の
、
系
統
を

如
何
に
す
4

き
か
ご
の
問
題
を
、
そ
の
機
舎
に
考
へ

F
hリ
L
こ

F

於
て
、
人
口
の
「
一
耽
曾
倫
理
的
紋
態
」
を
、
一
道
徳
統
計
的
研
究
」
の
物
櫨
己
し
て
承
認
せ
る
を
以
て
、
若
し
右
系
統

論
の
問
題
を
考
へ
じ
も
の
さ
せ
ば
、
ニ
の
扶
態
に
掬
す
る
研
究
会
部
を
統
合
せ
る
も
の
そ
も
・
亦
「
道
徳
統
計
論
」

ご
す
べ
き
こ
沼
に
賛
成
す
〈
か
り
し
筈
な
れ
ば
な
り
、
而
も
他
の
皐
問
的
統
計
論
己
、
全
〈
分
離
濁
立
し
て
存
在

論

讃

道
徳
統
計
摘
概
設

第
十
八
巻

(
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六
競
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論

議

道
徳
統
計
諭
櫛
誼

第
十
λ
巻

(
第
六
時
制

一
入
)
一

o=一回

す
る
も
の
正
し
て
然
ら
す
、
統
計
準
金
編
の
範
圏
内
に
於
て
、
部
分
知
識
正
し
て
現
は
る
事
へ
き
、

与
し
筈
な
り
、
予
は
氏
が
道
徳
統
計
論
に
反
濁
せ
る
4

伊
』
見
、
を
は
行
政
統
計
家
た
る
立
場
、
不
蛍
に
も
偏
重
さ
れ

一
編
Z
し
て
然

た
る
に
よ
る
芭
の
、
印
象
な
き
能
は
守
、
行
政
統
計
家
は
行
政
統
計
家
ご
し
て
は
、
道
徳
統
計
論
を
取
扱
ふ
べ
き

境
過
に
あ
ら
古
る
や
疑
念
容
れ
争
、
濁
立

ω「
道
徳
行
政
」
あ
る
こ
ご
な
り
れ
ば
な
り
、
曲
学
問
上
道
徳
統
計
諭
に
利

用
さ
る
e
へ
き
も
の
は
、
行
政
上
よ
り
せ
ば
行
政
統
計
の
各
部
に
合
ま
る
、
行
政
統
計
上
道
徳
統
計
て
ふ
看
板
を
不

用
ご
す
べ
き
は
、
統
計
型
金
編
の
系
統
上
之
争
敏
き
待
き
る
ご
異
ら
す
。

宮
旧
可
『
の
論
文
ロ
吊
回
2
2
E四
E
同
巳
耳
冨
。
E-ωZEUE町
会
]
]
四
日
目
・
目

g
z
a
旨
岳
ヨ
」
己

-
E・
同
出
色

5

4・
)
は

F
E
E
山
首

E
諸
問
を
促
し
、
重
ね
て
道
徳
統
計
諭
に
つ
昔
、
冨
白
百
の
見
解
仁
於
り
る
重
要
基
本
仁
劃
し
、
日
民
掛
到

の
態
度
に
出
で
し
め
た

h
、
H
D
E
E
は
統
計
的
査
定
に
よ
り
授
げ
ら
れ
た
る
会
材
料
を
、

一
般
民
誌
的
似
駄
に
よ

九
ツ
、
次
い
で
相
官
能
的
、
経
務
的
及
賞
際
的
観
貼
に
よ
り
分
つ
こ
Z
を
認
む
る
も
、

そ
の
以
上
に
是
等
材
料
別
じ
っ

き
、
道
徳
的
視
貼
よ
り
も
亦
之
を
利
用
す
る
こ
芭
は
、
打
捨

τん
芭
す
る
も
の
に
し

τ、
此
駄
に
於
り
る

v-[mw〕『
】
「

古
の
意
見
の
相
違
は
、
之
を
融
和
せ
し
め
符
べ
(
も
非
守
、
次
に
道
徳
上
絶
品
到
的
に
常
軌
及
逸
軌

Z
す
べ
き
も
の

は
、
多
〈
の
閥
係
上
存
せ
古
る
は
確
か
な

h
、
さ
れ
Y
」
他
の
闘
係
上
特
定
の
一
開
化
期
に
つ
き
て
は
、
確
か
に
又

各
場
合
に
之
あ
り
=
す
イ
〈
、

ぞ
の
時
代
中
に
生
存
せ
る
研
究
者
の
た
め
に
は
、
共
同
戚
念
に
訴
へ
て
察
知
古
る

4

き
一
軌
範
あ
り
、
そ
の
軌
範
を
持
せ
宇

t
せ
ん
か
、
研
究
者
及
観
察
者
特
に
又
統
計
観
察
者
は
、
枇
曾
流
轄
の



流
れ
に
針
L
、
恰
も
無
定
見
の
人
物

Z
L
て
針
立
す
る
ニ
吉
、
な
ら
ん
、
出
川
』
EEμ

の
論
文
中
特
に
重
ん
性
ら

る
ご
す
べ
き
が
如
〈
想
は
る
、
は
、

宮
鳴
門
に
よ
り
過
た
れ
し
、
島
平
間
的
統
計
論

ω材
料
分
類
を
、
脇
田
か
ん
正
す

る
の
試
み
な
り
、
氏
の
叙
設
は
そ
の
他
の
勃
に
つ
吉
会
〈
興
味
め
る
も
、
此
駄
に
つ
き
て
は
異
に
明
断
な
b

Z
せ

十
、
予
の
察

L
得
た
る
粍
度
に
よ
る
に
、
人
口
統
計
論
は
砕
R
7
3
る
イ
〈
、
か
〈
て
人
口
統
計
論
Z
し
て
残
古
る

る
も
の
は
、
「
出
生
及
死
む
の
大
量
脱
出
品
目
」
に
限
ら
る
ペ
し
古
す
る
に
似
党
ち
、
従
来
正
嘗
の
資
格
を
以

τ、
人
口

統
計
論
に
て
取
扱
は
れ
し
も
の
、
特
に
人
口
静
態
統
計
論
会
部
は
、
「
基
本
社
曾
秩
序
」
統
計
論

(I)ω
一
新
綿
に

委
ね
ら
る
ぺ
〈
、

そ
は
ぞ
の
分
己
し
て
「
赴
曾
倫
理
的
特
色
」
を
帯
よ
〈
き
も
の
ご
せ
ら
る
定
。
て
遺
徳
的
評
債
と
刑

事
統
計
は
責
淫
婦
及
自
殺
統
計

z共
に
、
術
賞
際
統
計
凪
干
の
一
系
統
に
於
げ
る
、
相
判
立
編
Z
L
て
残
る
べ
き
も
の
正

せ
ら
る
、

か
〈
て
道
徳
統
計
論
に
統
合
せ
ら
る
、
を
、
遥
か
に
便
宜
ど
す
べ
き
も
の
、
一
部
は
右
の
一
編
中
仁
、

他

ω部
分
は
一
般
民
誌
的
な
る
も
の
ご
混
じ
て
、
恭
本
肱
曾
秩
序
統
計
論
の
一
編
ピ

L
t
存
す
S
こ
ご
、
な
る
べ

〈
、
そ
の
外
叉
現
今
阪
に
よ

f
育
成
ぜ
ら
れ
、
又
〈
ロ
威
3
れ
允
b

Z
す
、
へ
昔
、
人
口
統
計
論
は
破
壊
さ
る
、
に
歪

ら
ん
、

HHHEE
氏
よ
り
此
新
解
轄
を
得
た
る
後
、
恰
も
苧
問
的
統
計
論
の
一
部
門
ご
し
て
、
道
徳
統
計
論
を
お
く

の
正
賞
な
る
を
、
愈
々
断
乎
ご
し
て
叫
ぶ

ω要
あ
り
、
系
統
論
に
つ
き
て
の
舎
は
枝
葉
に
屈
す
芭
は
、
予
の
是
認

し
得

g
る
所
な

h
、

而
も
亦
特
定
の
系
統
的
一
類
別
に
、

必
要
減
き
る
4

き
も
の
は
、

事
ろ
ヲ
ぞ
の
血
平
間
的
内
容

に
、
闘
す
る
所
多
し
ご
す
る
駄
に
於
て
、
予
は

F
E
E
t
そ
の
訟
を
同
じ
う
す
る
も
の
な
り
。
(
未
完
)
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入
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